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太陽静穏領域の光球には小スケールの動的磁場構造が存在し、エネルギー輸送や大気加熱に関与していると考えられて
いる。速度場や磁場に視線方向の勾配が存在する場合、Stokes V プロファイルは非対称となる。Quintero Noda et al.
(2014) では、「ひので」偏光分光装置による Fe I 630 nm 線の解析から、静穏領域における強い非対称 Stokes V プロ
ファイルが報告されている。しかし、異なる大気高度においてこれらの磁場構造がどのように変化するかは、まだ十分
に明らかではない。本研究では、気球望遠鏡 Sunrise-IIIに搭載された近赤外線偏光分光装置SCIPの高空間分解能・多波
長分光偏光観測を用いて、静穏領域に現れる極端に非対称なStokes Vプロファイルとして特に青側ローブが大きいイベ
ントを同定し、Fe I、K I、Ca IIなど、光球底部から彩層にかけて形成される複数の吸収線の解析を行った。抽出したイ
ベントには、孤立した単極的な構造と、反対極性が接している双極的な構造が見られた。Stokes V非対称性パラメータ
を用いて各イベントの特徴を比較した結果、Fe I 847.1 nmやFe I 852.6 nm など光球底部で形成されるラインに比べて、
Fe I 846.8 nm や K I 769.8 nm など光球でも上部で形成されるラインでは、Stokes Vの非対称性が大きくなる傾向が見ら
れた。特に、双極的な構造では反対極性の境界付近で非対称性が強くなる傾向があり、速度場や磁場構造の高さ方向の
変化がStokes V の非対称性に影響している可能性がある。多くのイベントでは、Fe I、K I、Ca IIのいずれもStokes Vの
符号は同じであったが、一部のイベントでは、Ca II線で Fe I線とは異なる符号のStokes V 信号も見られた。本講演で
は、空間構造の違いに着目し、Stokes V非対称性やCa II線の符号の変化がどのような条件で生じるのかを整理したうえ
で、インバージョンにより速度・磁場の勾配を調べた研究を報告する。
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